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2サマリー

◼ 通信市場動向

• 5G：2026年の欧州主要国の5G普及率は、英80％、仏67％、独77％、西67％、伊64％と見込まれる
固定通信：2030年までに銅線から光ファイバーへの完全移行を目標としていたが、2035年に延長される可能性が高い

• 衛星通信：Orange、Vodafone、DTは2026年にD2D（Direct to Device）サービスを商用化する見込み

• 事業統合：EU域内では、FTTHを効率的に展開するために、光ファイバー分野での事業統合が進む見通し

◼ 通信政策動向

• EUの通信規制の統一枠組みとして、デジタルネットワーク法（DNA）の提案が審議される。高品質なデジタルインフラへの移行や通信分野

での投資の遅れを取り戻すための規制の簡素化のほかに、より実効的な投資促進策が求められる見通し
• デジタルの10年政策の目標は5GやFTTHなどのギガビットネットワークカバレッジを100%達成するという目標から、5G SAの割合、AI駆動の

ネットワーク、ミッドバンドの活用、6G開発への寄与など、実質的なパフォーマンスを担保する指標に見直される見込み

• 6G開発に向けて、投資可能な事業者の育成のために、市場統合やサプライチェーンを強靭化する制度整備が検討される
• 外国投資審査規則の改正案の採択により、加盟国による通信・AI・量子などの機密分野での外資審査が義務化される見込み

• 量子と宇宙分野は、安全保障と経済成長の鍵と位置付けられ、ルール作りと、公的・民間資金の投入を推進する

◼ データ保護・AI・その他の制度動向

• デジタルオムニバス法案の審議で、データ保護制度の大幅な簡素化が議論される

• AI分野では、AI法の実効性を高める行動規範の策定を継続するとともに、イノベーション促進の立法と施策も積極的に取り組む見通し

• EUのICTサプライチェーンのリスクを減らすために、ハイリスクの第三国のサプライヤーの設備を強制的に排除可能な制度が導入される予定

• EUと英国では未成年者のSNS利用制限が本格的に検討される見込み

• デジタル市場法（DMA）に関しては、生成AI・クラウドサービスへの適用拡大などを含めた改正検討が予定されている

• クラウド・AI市場で支配力のあるビッグテック企業による市場寡占が警戒されており、2026年に関連調査が活発になる可能性が高い
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通信市場動向
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MNO L4自律運用開発の目標

西独ブラジルの拠点で2030年までにL4のネットワーク自律運用を実現

AIによる問題特定・診断・修復する完全無人化（L5）の自律運用を目指す

欧州全域での5G SAスライシングの運用自動化を導入する計画

L4の自律運転を目標に、RANとコアネットワークのAI連携に注力

IPネットワークの最適化と障害管理においてL4の自律運用を模索

5Gの普及状況＆ネットワーク自律化

• 2026年の欧州主要5カ国の5G普及率*1は、英80％、仏67％、独77％、西67％、伊64％となる見込み
• 主要MNOは、ネットワークの高度化・効率化を目指して、5Gネットワークの自律運用開発に注力
• 5G普及促進のため、5Gスライシング支援の制度導入が検討される予定

出所：5G Observatory、TM Forum、AWS re:Invent 2025、EU Commission、TTC、Mobile Europe、Telcotians、Omdia

【現状】
• 2024年12月時点で、EU全27加盟国での5G人口カバレッジは94.3％（2024年6月時点で89％）。5G SA*1の整備に不可欠なミッド

バンド（3.6GHz帯）の利用がカバレッジの45%にとどまり伸び悩んでいる
• 産業向けのプライベート5Gの規則が統一されておらず、また、中小企業にとって初期コストが障壁となり導入数は依然として少ない
• 欧州電子通信規制者団体（BEREC）では5Gスライシングを支援するため、オープンインターネット規則の見直しの必要性を検討中

【展望】
• 2026年に、欧州主要5カ国の5G普及率は、英80％、仏67％、独77％、西67％、伊64％になる見込み
• 主要5カ国のMNOは5GネットワークにおけるL4*2の自律運用開発に注力する

*1 5G普及率は5G NSA,5G SAを合わせた普及率。4Gの設備の一部利用をベースとした構成を「5G NSA」方式といい、基地局からコア網まですべての設備を5G専用に独立させ、
5G本来の性能をフルに発揮できる構成を「5G SA」方式という

*2 L4とは：AI主導でネットワークの監視、判断、最適化、修復をほぼ自動で行い、複数の複雑な環境でも、人間の介入を最小限に抑えて自己管理が可能

https://ec.europa.eu/newsroom/dae/redirection/document/116970
https://inform.tmforum.org/features-and-opinion/how-telef%C3%B3nica-plans-to-achieve-level-4-an-by-2030
https://www.youtube.com/watch?v=QYAYR0LmO8U
https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/miscellaneous/orange-selects-ericsson-lead-5g-network-slicing-orchestration-across-europe
https://www.ttc.or.jp/application/files/7016/4635/5673/4_seminar20220304.pdf
https://www.mobileeurope.co.uk/legacy-oss-is-holding-back-level-4-autonomous-networks/
https://www.telcotitans.com/telefonicawatch/o2-automates-software-upgrades-across-5g-core/10040.article
https://omdia.tech.informa.com/om138305/2026-trends-to-watch-service-provider-markets-in-europe
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5固定ブロードバンドと銅線廃止

• EUの2030年までの銅線廃止目標により、光ファイバー市場の成長が継続するが、2030年完全移行は困難
• DNAの成立により、銅線廃止の目途は2035年に延長される見込み
• スウェーデンは2026年に銅線を廃止する予定。他の加盟国の進捗はばらつきがみられる

出所：Omdia（データ）、 ARCEP、BNetzA、Gigabit Forum、Telcotians、FTTH Council Europe、thinkbroadband、Conntac、BEREC

欧州のブロードバンド市場予測（技術別） 銅線廃止の目標と進捗

• 銅線から光ファイバー移行の政策の影響で、光ファイバーの市場
シェアが急成長の見通し

• ただし、2030年までに完全移行が困難

0%

25%

50%

75%

100%

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

Cable modem DSL Fiber FWA Other

光ファイバー

FWA

銅線ベース

• 目標：2027年までに銅線完全廃止
• 2026年1月時点のFTTHの世帯カバー率は82.4%

• 目標：2030年までに銅線完全廃止
• 2025年9月時点のFTTHの世帯カバー率は94%
• Orangeは光ファイバーの敷設が不十分なため、ADSL

サービスの終了日を2026年から2027年まで延長

• 目標：2032年までに銅線完全廃止
• 2025年9月時点のFTTHの世帯カバー率は52.8%
• 光ファイバーへの移行枠組みの草案では、FTTHの世帯
カバー率が80%に達したら銅線廃止が可能と提案

• 2025年にスペインとノルウェーは銅線廃止済。スウェーデンは
2026年に廃止予定。他の加盟国は、進捗にばらつきがある

• DNA提案は、欧州全体の銅線完全廃止時期を2035年に修正

https://en.arcep.fr/news/press-releases/view/n/optical-fibre-121124.html
https://www.bundesnetzagentur.de/SharedDocs/Pressemitteilungen/EN/2026/20260119_Regulatory_KGM.html
https://www.gigabitforum.de/DE/Fachthemen/Telekommunikation/Breitband/Gigabitforum/table.html?r=1
https://www.telcotitans.com/orangewatch/orange-to-continue-to-sell-adsl-subs-in-some-areas-for-another-year/10074.article
https://elinkeu.clickdimensions.com/m/1/94729524/p1-b26016-cbd147e6d5df45a2958726ab848f7198/3/596/1ecf2179-7937-4861-8b8f-5d3d3ca25bb8
https://labs.thinkbroadband.com/local/broadband-map#5/46.931/-8.240/
https://myprovider.conntac.net/en/blog/fibre-optic-expansion-2025#:~:text=A%20market%20in%20transition:%20fiber,%E2%80%8D
https://www.berec.europa.eu/system/files/2025-06/BoR%20%2825%29%2066_BEREC%20Report%20on%20copper%20switch-off_public.pdf
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• Orange、Vodafone、DTは2026年にD2Dサービス（モバイル端末と衛星間の直接通信）を商用化する見込み
• 一方、BTは一般向けのD2Dサービスを開始する計画が未確定
• EU機関が主導する衛星コンステレーション計画IRIS2は、2026年に衛星製造と打ち上げ準備のピークを迎える

出所：SpaceRISE、Ofcom、Orange、Vodafone、Telcotians、Mobile World Live、telecoms、Telefonica、Skylo

IRIS²

D2D
サービス

• 欧州宇宙機関と欧州委員会が主導する安全保障を重視する政府用・商用衛星コンステレーション計画
• 2025年に、105億ユーロの投資を受け、加盟国所有の既存衛星による政府向けサービスを開始
• 2026年は衛星の製造と打ち上げ準備のピークを迎える見込み
• 2030年初頭までに、290基の衛星群からなる衛星接続サービスが提供される予定

サービスプロバイダー 衛星オペレーター 商用計画

• 2026年にAST SpaceMobileとの合弁会社を通じてD2Dサービスの商用
化を目指す

• D2Dサービスの提供は確認されていない。2026年にStarlinkと緊急通報や過疎
地向けの家庭用ブロードバンドサービスを試験的に導入。2027年から本格展開

• 2025年12月に一般向けのD2Dサービス（メッセージ）の商用化を開始
法人向けは2026年内に開始する予定（skyloがカバーする37の国で利用可能）

• 2026年にIridiumとの連携でIoT向けのD2Dサービスを商用化し、遠隔監視、
農業、緊急対応などの産業ユースケースをサポートする予定。米国でStarlinkと
展開しているT-Satelliteサービスを欧州でも展開させる可能性がある

* TelefonicaはSkyloやStarlinkとの提携はあるが、いずれもIoT向けのサービスが中心となっている

https://www.spacerise.eu/article/iris-lifts-off-as-european-commission-and-spacerise
https://www.ofcom.org.uk/spectrum/space-and-satellites/consultation-enabling-satellite-direct-to-device-services-in-mobile-spectrum-bands
https://newsroom.orange.com/orange-becomes-the-first-european-operator-to-offer-satellite-sms-service-using-direct-to-device-technology/
https://www.vodafone.com/news/newsroom/technology/vodafone-and-ast-space-mobile-choose-luxembourg-as-joint-venture-headquarters-to-drive-european-wide-space-based-mobile-broadband-coverage
https://www.telcotitans.com/deutsche-telekomwatch/dt-to-bring-t-satellite-brand-to-europe/10042.article
https://www.mobileworldlive.com/deutsche-telekom/iridium-strikes-ntn-deal-with-deutsche-telekom/?ID=00QNz00000aoB4bMAE&JobID=2454252&utm_source=sfmc&utm_medium=email&utm_campaign=CEO+Newsletter+FINAL+220925_INTERNAL&utm_content=https%3a%2f%2fwww.mobileworldlive.com%2fdeutsche-telekom%2firidium-strikes-ntn-deal-with-deutsche-telekom%2f
https://www.telecoms.com/satellite/bt-to-launch-starlink-service-next-year
https://globalsolutions.telefonica.com/en/news/telefonica-expands-connectivity-for-businesses-across-the-globe-via-starlink/
https://www.skylo.tech/newsroom/o2-telefonica-and-skylo-deliver-hybrid-cellular-non-terrestrial-network-ntn-coverage
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• 2024-2025年の事業統合やMNO事業への新規参入により、主要5カ国の市場構造が大きく変化した
• 2026年は、フランス市場2位のSFRが他のMNOにより共同買収される可能性がある
• EU域内の大手MNOは、FTTHの普及を促進させるため、小規模や非効率なFTTH事業者の事業統合を加速化

出所： Omdia、UK.Gov、CMA、Orange、Telcotitans、Swisscom①、Swisscom②、Orange①、Orange②、Orange③、lightreading

市場構造の変化 2026年の事業統合動向

1位  2位  3位  4位

4社体制

4社体制

4to3
3社体制 VodafoneThree

4社体制
新規参入

5to4
4社体制

フランス
SFRの
買収動向

• 2025年10月、SFRの親会社であるAltice France
は、大規模な負債再編（€86億の削減）のため、
SFRの資産売却の可能性が報じられた

• 競合3社（Orange27％、Bouygues43％、
Iliad30％）による計170億ユーロでの共同買収は
Altice Franceに拒否されたが、2026年1月時点で
協議を継続中

固定市場
の事業
統合動向

• 大手MNOによる中小事業者の買収や非効率な
小規模のFTTH事業者の統合が進んでいる

• 光ファイバー分野の統合は2026年に加速する見通し

https://omdia.tech.informa.com/om138305/2026-trends-to-watch-service-provider-markets-in-europe
https://www.gov.uk/government/news/cma-sets-out-provisional-view-on-vodafone-three-merger
https://www.gov.uk/government/news/cma-provisionally-finds-vodafone-three-could-address-competition-concerns-through-network-investment-and-customer-protections
https://newsroom.orange.com/orange-and-masmovil-complete-transaction-to-form-the-leading-operator-in-spain-in-terms-of-customers/
https://www.telcotitans.com/orangewatch/digi-takes-pragmatic-route-to-spanish-mno-status/8668.article
https://www.swisscom.ch/en/about/news/2024/09/24-vodafone-italia.html
https://www.swisscom.ch/en/about/news/2025/01/02-vodafone-italia.html
https://newsroom.orange.com/bouygues-telecom-free-iliad-group-and-orange-submit-a-joint-non-binding-offer-to-acquire-a-large-part-of-altices-activities-in-france/
https://newsroom.orange.com/bouygues-telecom-free-iliad-group-and-orange-joint-statement-following-the-rejection-of-their-acquisition-bid-by-altice-france/
https://www.orange.com/en/press-release/bouygues-telecom-free-iliad-group-and-orange-joint-statement-following-press-rumors-419883
https://www.lightreading.com/finance/altice-s-telecom-assets-remain-in-the-balance-amid-debt-shake-up
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8主要MNOの戦略ハイライト

• 主要MNOは通信関連事業の選択と集中、人員削減や製品数の削減によるスリム化により成長を図る
• コスト削減を進めると同時に、ネットワークの進化、AI、クラウドなどの先端技術への積極的な取り組みを通して、
デジタルサービスを新たな収益源とする見込み

出所：各社IR情報

「Build、Connect、Accelerate」、英国市場に回帰
• 5GとFTTHの展開を加速、2026年末までに2,500万

（世帯と法人施設）の光ファイバー敷設を目指す
• 2030年までに従業員数を7.5-9万人程度に削減、年

間30億ポンド（約6,390億円）のコスト削減

プラットフォーム戦略を拡大、信頼性と主権を重視
• ネットワークをNetwork as a Serviceモデルに移行
• 製品数を50%削減、レガシー製品への依存を減らし、

デジタルサービスの提供に集中
• GPU as a Service、データ・クラウド主権を確保
するサービスの提供で長期的な競争優位を狙う

西伯独英の4市場に集中、テック企業へ転換
• スペイン,ブラジル,ドイツ, イギリスの4市場に集中し、ラテン

アメリカ市場の事業を売却または縮小化を加速させる予定
• Telefonica Techのデジタルサービスの2桁成長を維持

し、ネットワーク機能APIで新な収益源を図る

大規模な事業再編が完了、選択と集中、スリム化
• 法人事業は、クラウドとセキュリティなどのサービスに集中
• 英ではThreeとの合併を通じて規模拡大を図り、アフリカ

では金融・通信サービスの拡大で高成長を目指す
• 2026年末までに1.1万人を削減する計画

「Leading Digital Telco」、成長を加速させる方針
• AIの全面導入によってデジタル化された通信キャリア
としての地位を固める戦略

• データ、AI、APIを活用して、顧客体験向上、ネット
ワークの自律運用、エネルギー効率の最適化を図る

• 独国内の5GとFTTHのカバレッジ拡大とAI基盤の構築
に注力し、競合他社を上回る投資を継続する見込み
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通信政策動向
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102026年のEU：欧州委員会の2026年作業計画

• 2026年、欧州委員会は一連の施策を通して、より主権的で独立した欧州を目指す
• 規制の簡素化、イノベーション促進、防衛力強化、子どものSNS規制などが重点課題として取り組まれる見通し

2026年作業計画：欧州の自律を目指す 2026年の5つの政策支柱（抜粋）

戦略背景
• 地政学的緊張、安全保障への脅威、気候変動の

加速、経済的リスクに対応するため、欧州の自律性を
高めることを目的とする

持続可能な
繁栄と競争力

行政負担
の軽減に
注力

• 目標：行政手続きのコストを年間約86億ユーロ削減
• 規制の簡素化：自動車、環境、税制、医療機器、
エネルギー製品などの法改正

欧州委員会
ウルズラ・フォン・デア・ライエン委員長

2026年の作業プログラムは、より
強固で主権的な欧州の実現に向
けた、もう一つの重要な一歩となる。
……規制を簡素化し、生活コスト
の危機にも対処する。私たちは
一丸となって市民を守り、欧州の
価値を堅持していく。

約2兆ユーロの予算で五つの政策支柱を支える

防衛と安全保障

社会モデルと
イノベーション

生活の質
（食料・水・自然）

民主主義と
グローバル・

エンゲージメント

• 産業脱炭素化加速法や欧州イノベーション
法による産業基盤と競争力の強化

• 国境を越えた緊急通信システムの高度化
• ドローン防衛立法などによる防衛能力強化

• 生活費危機や住宅問題への対処
• デジタル環境への対応と企業の生産性の

向上を図った「質の高い雇用法」を提案

• 畜産戦略の策定、食料サプライチェーンの
不公正な取引慣行に対処

• 消費者保護・詐欺対策を強化（特に
子どものSNS利用規制に関する検討）

• ウクライナ・モルドバへの継続的支援

出所：EU Commission

https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_25_2414
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11デジタルネットワーク法を欧州委員会が提案

• 欧州委員会は、欧州の通信法制の基盤である欧州電子通信コード（EECC指令）に替わる規制フレームワークとして、
2026年1月にデジタルネットワーク法（DNA）を提案。2027-2028年頃の採択を目指す見込み

• DNAの提案は、現状維持に近いと批判されており、規則案審議ではより踏み込んだ投資促進策が求められる見通し

出所：EU Commission、GSMA、Connect Europe、BEREC

DNAの制定目的と関連評価 DNAの主要提案

カテゴリー 目標

規制の
簡素化

• 通信規制関連の報告義務を最大50％削減
• EECC、BEREC規則 、オープン・インターネット規則、無線
周波数政策プログラムをDNAに統廃合

• ユニバーサルサービス義務の補助金を廃止し、一般補助金へ

アクセス
規制

• 市場支配力を持つ事業者に対する事前規制の現行制度を
維持（欧州委員会の拒否権まで救済策を拡大）

• すべての事業者に対する対称的アクセス要件規制を維持

銅線廃止 • 条件付きで2035年に延長、廃止エリアにFTTH提供義務

周波数
政策

• 周波数免許を無期限化、「シングルパスポート」制度を導入
• EUレベルで単一の衛星通信フレームワークを形成、
欧州委員会が直接ライセンスを付与

公正な
競争条件

• オープンインターネット規則、ネット中立性規則を維持
• ネットワーク費用の負担は任意の協議メカニズムに委ねる

ガバナンス
強化

• BERECをデジタルネットワーク局（ODN）に、無線周波数
政策グループRSPGを周波数政策機関（RSPB）へ改組

目的
• 高品質でクラウドベースのデジタルインフラへの移行、並

びに国境を越えた運用・サービス提供による規模拡大
を奨励する現代的で簡素化された法的枠組みを提供

位置づけ
• EUの通信規制の統一枠組みである欧州電子通信
コード（EECC指令）に替わるものであり、加盟国に
直接適用する規則の形を採用

関連評価

• GSMA：当初期待された大胆な改革には至って
いないと批判。ネットワーク費用の公正な負担が任意
の協議メカニズムにとどまった点に不満

• Connect Europe：競争力強化、単一市場創設な
どのEUの目標が、実際の措置に反映できておらず
より踏み込んだ投資促進策を求めている

• BEREC：最新技術や市場トレンドの変化に対し、
迅速に適応する枠組みが必要との見解を示した

https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/library/proposal-regulation-digital-networks-act-dna
https://www.gsma.com/about-us/regions/europe/news/the-digital-networks-act-evolution-where-revolution-was-required/
https://connecteurope.org/news/digital-networks-act-telecom-industry-asks-bolder-action-secure-europes-digital-future
https://www.berec.europa.eu/en/news/press-releases/berec-welcomes-the-publication-of-the-digital-networks-act-proposal-and-stands-ready-to-provide-input
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12デジタルの10年政策の目標見直し

• 2030年までにEUのデジタル化を実現する「デジタルの10年」政策の重要目標であるデジタルインフラ、ビジネスDX、公
共サービスのデジタル化、およびデジタルスキル保有のうち、ビジネスDXとデジタルスキル保有の進捗が遅れている

• 2026年に通信分野の目標が数値目標から実質的なパフォーマンスを担保する指標に見直される見込み

デジタルの10年政策の政策目標と進捗状況

• 政策目標：
- 半導体、クラウド、AIなどの主要技術における域外への依存を
解消し、「技術主権」を確立
- デジタル変革によるスキル向上、ビジネスの近代化、公共サービスの
利便性向上を通じて、全市民と企業にデジタル化の恩恵を波及
- 人間中心の価値観（プライバシー保護と透明性確保）に
基づいたデジタル社会を構築し、グローバルなルール形成を主導

• 重要目標の進捗：

デジタルの10年政策の目標見直し動向

カテゴリー 目標（全18指標のうち主なもの） 進捗（2025年）

デジタル
インフラ

全居住地域での5G整備
全世代にギガビット接続を提供

カバレッジ：5G 94.3%、
FTTH69.2%

ビジネスDX
企業の75%がクラウドコンピュー
ティング、ビッグデータ、AIを活用

AI導入率13.5%
（2024）

公共サービス
のデジタル化

市民の80%に電子IDを普及 電子IDの普及率95%
（24の加盟国）

デジタルスキル 成人の80%が基礎スキルを保有 55.6%に留まる（2023）

• 目標見直しの検討
- 欧州委員会はデジタルの10年政策の目標達成進捗について、毎
年報告書を作成し、加盟国の実施状況を評価
- 2025年版報告書は、特にビジネスDXとデジタルスキルの2030年
目標の達成が危ぶまれていると懸念している。政策策定時に予期せ
ぬ急速な技術変化とグローバル競争の激化に対応するため、デジ
タルの10年の目標を見直す必要があると指摘
- 欧州委員会は、2026年版報告書で各加盟国施策の有効性を
評価した上で、6月にデジタルの10年の目標を見直しを行う予定

• 通信分野での目標見直しの見通し

- 例：5G SAの割合、AI駆動のネットワーク、ミッドバンドの活用、
6G開発への寄与といった実質的なパフォーマンスを担保する指標
の追加

- FTTHのほか、固定無線（FWA）や衛星通信をギガビット接続
の一部として明確に位置づける可能性がある

出所：Europe’s Digital Decade、State of the Digital Decade（2024、2025、2025Annex）、EPC、EU Commission、GSMA、Connect Europe

単なる数値目標 より質の高い通信を重視する方向に

https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/policies/europes-digital-decade
https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/library/report-state-digital-decade-2024
https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/library/state-digital-decade-2025-report
https://ec.europa.eu/newsroom/dae/redirection/document/116740
https://d1xp398qalq39s.cloudfront.net/content/REGROUP_focus_paper_no__2.pdf
https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/15514-Review-of-the-Digital-Decade-policy-programme_en
https://www.gsma.com/about-us/regions/europe/gsma_resources/gsma-response-to-the-call-for-evidence-for-the-report-on-the-review-of-the-digital-decade-policy-programme/
https://connecteurope.org/insights/position-papers
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136Gに向けての政策

• 欧州は2030年の6G商用開始に向けて官民連携による技術主権の確保を重視
• 2026年は、6Gに向けて研究支援政策を継続しつつ、市場環境を整備するための制度改定が進められる見通し

これまでの6G関連政策

• 欧州は5Gでの出遅れを教訓に、6Gでは初期段階から官民連携
による技術主権の確保に注力してきた

2026年以降に見通しされる政策検討

出所：SNS JU、Hexa-X、Hexa-X-II、Nokia、Ericsson、EU-US Beyond 5G/6G roadmap

*SNS JU：欧州スマートネットワーク・サービス共同事業

• 研究支援政策が継続されるが、市場環境を整備するための制度
改定が進められる

SNS JU*の設立
（2021年）

• EUから9億ユーロ、民間から同額以上の
資金を誘致し、6Gの研究開発を本格化

Hexa-X / 
Hexa-X-II
（2021-25年）

• Nokia、 Ericsson等の欧州を代表する
通信機器ベンダーにより6G研究*を主導
*6Gの基本概念、アーキテクチャ、およびユース
ケース（AI統合、センシング、持続可能性等）

国際連携の強化

• 2023年に米国と「EU-US Beyond 
5G/6Gロードマップ」を策定し、国際標準
化とサプライチェーンの回復力強化を主導

• 日本などの有志国との連携を深め、欧州の
価値観（プライバシー、倫理的AI等）を
反映したグローバル標準の形成を目指す

DNAによる
規制緩和

• 6G投資促進のため、周波数免許の付与
期間を無期限に。一方、使用されていない
場合には返還を求める

• 規制の簡素化で、断片化された通信市場
の統合を促し、6Gへの投資を耐えうる規
模の事業者を育成

技術主権と
サプライチェーン・
セキュリティの確保

• 5Gでのハイリスクベンダー排除のスタンスを
継承し、6G初期段階から信頼できる
ベンダーによる構築を政策的に支援

https://smart-networks.europa.eu/missions-and-objectives/
https://cordis.europa.eu/project/id/956713
https://cordis.europa.eu/project/id/101095759
https://www.nokia.com/blog/on-the-road-to-6g-with-the-european-6g-flagship-project-hexa-x-ii/
https://www.ericsson.com/en/blog/2023/1/hexa-x-ii-leading-the-way-to-6g
https://6g-ia.eu/wp-content/uploads/2024/01/eu-us-aligned-6g-roadmap-joint-paper.pdf
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14周波数政策

• EUの無線周波数政策グループ（RSPG）は2026年前半に6G周波数ロードマップを策定する見通し
• RSPGは6Gの開発で最重要帯域とされているUpper-6GHz帯域の活用方針を検討する
英は6GHzでのモバイル・Wi-Fi共用に関する方針、仏はUpper-6GHzの割当て方針を打ち出す可能性がある

6G向けの周波数政策 6GHzの利用方針の検討

EUレベル
RSPG

• 2025年11月、Upper-6GHzの長期ビジョンを採択
• 6585-7125MHzを5Gや6Gを含むモバイル通信の

優先使用に割り当てることを推奨
• 6425-6585MHzの用途は2027年のWRCで決定

英国
Ofcom

• Lower-6GHz帯（5925–6425 MHz）における
屋外・高出力Wi-Fiを認可（認可条件として、自動
周波数管理システムの導入を義務化）

• Upper-6GHz帯での低電力Wi-Fi利用を解禁、
モバイル利用は地域限定の免許方式を採用

• Upper-6GHz帯の「優先順位付き共用」を検討
6425–6585 MHz：Wi-Fi優先
6585–7125 MHz：モバイル優先

出所：RSPG(6G Strategy Vision)、RSPG（2026年以降の作業計画）、RSPG（6GHzに関する公開諮問）、Ofcom、ARCEP

6G向けの
周波数
戦略

• 新しい利用シナリオ（没入型通信、AI、センシング
など）に対応するための新規帯域を段階的に追加して
いく方針

新規帯域
候補

• Upper-6GHz帯（6425–7125MHz）：モバイル
通信の優先使用、都市部の容量とカバレッジの両立を
図りながら、「没入型通信」や「AI通信」に活用

• 3.8-4.2GHz：産業用プライベート・ネットワーク向け
• 7-15GHz：6Gの主要新規容量帯域として利用
• ミリ波/サブテラヘルツ波：局所的な展開で利用、
高精度な位置測定や物体検知に有利

2026年
の検討
動向

• RSPGは2026年に6G周波数ロードマップを策定する
見通し。6G初期段階に使用すべき周波数帯を特定

• Upper-6GHzについては、Wi-Fi等との共存や6Gでの
活用方針を検討し、2027年に開催される世界無線
通信会議（WRC）で方針を決定する見通し

フランス
ARCEP

• 5G-Advancedや6Gの開発、産業用途のプライベート
5Gなどのために、3.4-3.8GHz、Upper-6GHz帯の
割当て方針を検討中

https://radio-spectrum-policy-group.ec.europa.eu/document/download/89457260-ab6b-495a-9a10-437711cbe831_en?filename=RSPG25-006final-RSPG_Report_on_6G_strategic_vision.pdf
https://radio-spectrum-policy-group.ec.europa.eu/document/download/7dcb84d9-dd57-4e4a-a363-c2921e80856f_en?filename=RSPG25-034final-Draft_Work_Programme-26_and_beyond_PC.pdf
https://radio-spectrum-policy-group.ec.europa.eu/document/download/1436dce2-8160-470e-9db0-0b70ec9e7a74_en?filename=RSPG25-018final-Draft-RSPG_Opinion_Upper_6GHz.pdf
https://www.ofcom.org.uk/spectrum/innovative-use-of-spectrum/ofcom-takes-strides-towards-mobile-and-wi-fi-sharing-same-airwaves-in-boost-for-uk-economy
https://www.arcep.fr/actualites/actualites-et-communiques/detail/n/frequences-131025.html
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15通信・AI・量子の外資審査が厳格化

• 外国投資審査（FDI）規則の改正案の正式な採択は2026年に見込まれており、加盟国によるAI、量子、半導体など
の機密分野での外資審査が義務化される。適用開始は2027年以降になる可能性が高い

◼ 改正の背景と目的
• 改正の背景：デジタル主権と戦略的自律性を確保するために、域外からの投資が通信インフラ、重要技術、データ流通などに与
える影響を厳格に評価する必要がある

• 目的： EUが世界の貿易と投資に対する開放性を維持しながら、特定の外国投資によるリスクを特定し対処する能力を強化すること
を目的とする。今回の改正は、EUの経済安全保障の中核部分と位置づけられている

◼ 主な改正内容
• 2025年12月、欧州議会と閣僚理事会は、以下を内容とするFDI規則の改正に関する暫定的政治合意に達した
• 今後、暫定合意の発効には欧州議会と理事会の両方によって正式に採択される必要がある。発効から18ヶ月後に適用される予定

出所：EU Parliament、Council of EU、EU Commission（FDI）、EU Commission（FSR）、EU Commission（FSR Guideline）

項目 内容概要

目的 単一市場としての安全保障を強化し、潜在的な経済的・政治的リスクから重要資産を保護

機密分野における
加盟国の審査

義務化

① 超重要技術：AI、量子技術、半導体
② 防衛・安全保障関連：軍民両用の技術・製品、軍事装備品
③ 重要インフラ：重要原材料、エネルギー、輸送、デジタルインフラの重要事業体、選挙インフラ
④ 金融サービス：特定の中央清算機関や決済システム運営者などの金融システム事業体

範囲拡大 EU域外の最終的支配者も審査対象に

協力体制 審査に関する共有データベースを導入

https://www.europarl.europa.eu/news/en/press-room/20251209IPR32108/agreement-on-to-protect-eu-strategic-sectors-from-risky-foreign-investments
https://www.consilium.europa.eu/en/press/press-releases/2025/12/11/foreign-direct-investment-council-and-parliament-reached-political-agreement-to-improve-fdi-screening/
https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_25_3007
https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_25_1954
https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_26_43
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16量子・宇宙分野での立法検討

• EUは、量子技術および宇宙分野を経済成長と安全保障の鍵と位置づけ、2026年第2四半期に量子法案を提案
• 2026年に宇宙法案を審議し、公的・民間資金の投入を推進する

出所：EU Commission、The Draghi Report、EU Space Act、EU Parliament、PwC

量子法（EU Quantum Act）

• 立法検討の背景
- 技術主権の防衛：量子コンピュータ、量子通信、量子センサー
の分野で、米中に対する遅れを取り戻し、依存度を低減
- 経済DXの促進：製薬、材料開発、金融、エネルギー最適化
- セキュリティ強化：量子計算による暗号破綻に備え、量子耐性
暗号や量子鍵配送（QKD）の標準化を急ぐ

• 立法検討の主要内容：民間投資の呼び込み、量子技術の
域外流出の防止ルール、加盟国間の量子インフラの相互運用

• 今後の予定

宇宙法（EU Space Act）

• 立法検討の背景
- EU共通の規制枠組の作成で、市場の断片化を解消し、企業の
行政対応負担を軽減
- 通信・測位・防衛などの重要インフラが宇宙技術に依存していく
ことを見据え、地政学的リスクに対する耐性を強化
- SpaceXなどの域外民間競合の台頭を背景に、域内の宇宙
関連のスタートアップや中小企業が活動しやすい単一市場を構築

• 立法検討の主要内容

• 今後の予定：最終法案は2028年に採択される見込み
2030年の全面施行に向けて、段階的に適用範囲を拡大

2023年
「欧州量子宣言」
EUを世界の量子バレーにする目標を掲げた

2026年
量子技術の倫理、標準化、サプライチェーン保護を
主眼とした具体的な規則案が提案される

EU全域をカバーする安全な量子通信インフラである
欧州量子共同体（EuroQCI）を構築
量子コンピュータや量子耐性暗号の開発、量子
チップなどの域内生産への財政支援を強化

2027年以降

衛星数の急増に伴う衝突リスクの回避と、宇宙ごみ
の発生抑制を義務付ける

安全性

宇宙インフラに対するサイバー攻撃や物理的な干渉
からの保護基準を標準化

レジリエンス

ライフサイクルアセスメントを導入し、宇宙活動の環境
負荷を測定・削減

持続可能性

2030年 量子技術分野のグローバルリーダーを目指す

https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/library/european-declaration-quantum-technologies
https://commission.europa.eu/topics/competitiveness/draghi-report_en
https://commission.europa.eu/news-and-media/news/eu-space-act-enhancing-market-access-and-space-safety-2025-06-25_en
https://www.europarl.europa.eu/legislative-train/theme-a-europe-fit-for-the-digital-age/file-eu-space-law
https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/column/space-regulation-and-business/eu-space-act.html
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データ保護・AI・その他の制度動向
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18デジタル法制分野のルール簡素化：デジタルオムニバス法案

• AIとデジタル経済での劣勢を挽回するため、EUは2025年11月に競争力強化とEUデジタルルールの簡素化を目的とし
たデジタルオムニバス法案を発表。2026年中に採択され、 2027-28年頃に適用開始を目標としている

• これにより、企業の行政・コスト負担の軽減、イノベーション投資のインセンティブ向上が見込まれている

EU Commission、Digital Omnibus（Digital Package on Simplification）、EDPB-EDPS、総務省、MORI HAMADA

データ保護と
クッキー規制

• GDPRの改正により、本人を再識別する手段を持たない団体にとって仮名化データは、個人データとみなされない。
また、AI開発や運用における個人データの処理はGDPRの「正当な利益」に基づいて実行可能になる

• 「クッキー同意の疲れ」を解消するために、eプライバシー指令の「クッキー規則」を改正、端末情報へのアクセスや
保存に関するルールがGDPRに統合・簡素化。同意が不要なケースが拡大される

AI法の
改正

• 2026年8月に発効予定となっているハイリスクAIシステムに対するAI法の規定の適用を最大16か月遅らせる
• 非ハイリスクAI（提供者自らの判断に委ねる）の登録義務の削除

インシデント
報告先の統合

• EU法全体のインシデント報告先をEUサイバーセキュリティ機関ENISAが運営する単一窓口に一本化

プラットフォーム
規制

• プラットフォームとビジネス利用者の公平性・透明性を確保するためのP2B規則（P2B Regulation）の廃止
（多くの規定がDSAとDMAに実質的に取り込まれたため）

デジタルオムニバス法案の主要内容

データ法関連
• データガバナンス法、オープンデータ指令などのデータ法関連規定は、データ法に統合・一本化
• データ法に基づきAI開発用のデータセットを共有する際に、仮名化などの安全確保技術の適用が必須とされる

https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/news/commission-collects-feedback-simplify-rules-data-cybersecurity-and-artificial-intelligence-upcoming
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/?uri=CELEX:52025PC0837
https://www.edpb.europa.eu/our-work-tools/our-documents/edpbedps-joint-opinion/edpb-edps-joint-opinion-12026-proposal_en
https://www.soumu.go.jp/main_content/001053439.pdf
https://www.morihamada.com/ja/insights/newsletters/print/130421
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19ターゲティング広告におけるデータ保護

• ターゲティング広告に関するデータ保護の法執行が活発になる見込み
• ターゲティング広告において、事業者に求められるユーザーからの同意は、単なる「はい/いいえ」の選択ではなく、広告の
仕組みを理解させた上で同意を求めるなど、ユーザーが実質的な選択権を行使できるよう厳格化

関連制度の策定動向 法執行動向

Metaの
広告モデル

Metaの「同意または支払い」モデルに対する評価

EU当局の
スタンス

英当局の
スタンス

「ユーザーの自由な意思に基づく同意」に該当しない
同意の強制により、GDPRとDMAの両方に違反した
ことを理由に、2億ユーロの制裁金を科した

「同意で無料」「有料で同意不要」という２つの選択
肢を用意したことで法令順守と判断した
加えて、サブスクの最低料金がEUの半額を歓迎

DSAとGDPRの
相互運用に関する
合同ガイドライン

（2025年9月）
での見解

• 以下のターゲティング広告を禁止
①宗教、政治的見解、健康状態などの機微
情報に基づくもの
②未成年者を対象としたもの
③同意の強制などユーザーの意思決定を操作
するようなインターフェース設計を用いたもの

DMAとGDPRの
相互運用に関する
合同ガイドライン

（2025年10月）
での見解

• ゲートキーパーに対し、自社の異なるサービス
間でのデータの結合や第三者から得たデータの
広告目的での利用について、GDPR基準の
「明確な同意」の個別取得を義務付け

• 同意を得られない場合のサービス品質の著し
い低下を禁止

英国データ（利用と
アクセス）法での見解
（2025年6月成立）

• オンライン広告目的の追跡やプロファイリングに
は、事前同意が必要であるが、同意なしで
個人データが利用可能な例外を新設

出所：EDPB、EU Commission、 UK.GOV、ICO（データ法）、ICO（Meta）、EU Commission（Meta）

Facebookと
Instagramの利用

広告のための個人
データ利用の同意

サービス
利用形態

広告あり無料プラン サービス利用に必須 ターゲット広告付き

サブスク（有料） 広告がないため不要 広告表示なし

https://www.edpb.europa.eu/news/news/2025/interplay-between-dsa-and-gdpr-edpb-adopts-guidelines_en
https://digital-markets-act.ec.europa.eu/consultation-joint-guidelines-interplay-between-dma-and-gdpr_en
https://www.gov.uk/guidance/data-use-and-access-act-2025-data-protection-and-privacy-changes
https://ico.org.uk/about-the-ico/what-we-do/legislation-we-cover/data-use-and-access-act-2025/the-data-use-and-access-act-2025-what-does-it-mean-for-organisations/
https://ico.org.uk/about-the-ico/media-centre/news-and-blogs/2025/09/ico-statement-on-changes-to-meta-advertising-model/
https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_25_1085
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20AI規制とAIイノベーション促進の両立

• 2026年はAI法の適用をサポートする実践規範等の策定が継続する見込み
• 欧州委員会は、「AI大陸行動計画（2025年4月）」に基づき、AI及びコンピューティング分野での競争力と技術主権
確保のため、「クラウド・AI開発法」の立法を検討中。同法の提案は2026年3月末までにされる見通し

AI規制とAIイノベーション促進の両立 AIファクトリー*の拡大

クラウド・AI
開発法

2026年Q1に
提案予定

• AIギガファクトリーの構築を通してEU域内のデー
タセンター容量を今後5-7年で3倍増を目指す

• データセンター建設に関わる手続きを簡素化
• 欧州で提供されるクラウドサービスに対して、

セキュリティなどに関する最低限の基準を設ける
• AI開発におけるGDPRとの調和等

出所：、Apply AI Alliance、EU Commission、AI Factory

Apply AI
アライアンス

• 2025年11月に立ち上げ、AI法の遵守とイノベー
ション促進の両立を目指して、実務の意見交換の
場として活用されていく

• AI導入を阻む課題の解決策を模索し、対話に基
づいたAI政策立案を形作る

*AIファクトリー：最先端のAI
チップを搭載し、大な計算能
力を備えたAI開発・トレーニン
グ施設を指す。中でもAIチッ
プを10万個規模搭載した超
大規模施設をAIギガファクト
リーと呼ぶ

AI開発の高性能
インフラとして、2026
年末までに少なくとも
15のAIファクトリーを
稼働させ、うち最大5
つのAIギガファクトリー
を創設

AI規制の
実践規範

• AI生成コンテンツの表示・ラベリングに関する実践
規範が策定中、2026年8月から適用開始

• 他の実践規範の策定が続々と検討される見込み

https://futurium.ec.europa.eu/en/apply-ai-alliance/pages/about
https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/14628-AI-Continent-new-cloud-and-AI-development-act_en
https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/policies/ai-factories
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21サイバーセキュリティ規制

• 2026年はNIS2指令（Network and Information Systems Directive 2）の国内法化が加速される
• サイバーセキュリティ法（CSA）の改正案では、EUのICTサプライチェーンのリスクを減らすために、ハイリスクの第三国
のサプライヤーの設備を強制的に排除可能な制度が導入される予定

出所：DORA、ENISA（2024-2026）、EU Cyber Solidarity Act、ENISA（2025-2027）、 Cyber Resilience Act、EU Commission

2025年から2026年に向けた動向 ENISAの2026年の戦略的焦点

期限 項目 内容

1月
デジタル
インフラの

刷新

DNAの立法およびCSAの改正により、クラウド
と通信インフラの再編と認証制度の簡素化が
進む

7月
重要エン
ティティの

指定

CER指令（Critical Entities Resilience 
Directive）に基づき、エネルギーや交通等の
11セクターで「重要エンティティ」が正式指定さ
れ、物理とサイバーの統合レジリエンスが要求
されるようになる

9月
製品セキュ
リティの報
告義務

サイバーレジリエンス法（CRA）に基づき、
製造業者に対する脆弱性およびインシデント
の先行報告義務が開始される

2030
年完了
予定

ポスト量子
暗号の
始動

全加盟国がポスト量子暗号（PQC）移行の
ための国家ロードマップを策定し、2030年の
重要インフラ移行完了を目指す

金融セクター
の先行義務化

• デジタル運用レジリエンス法（DORA）は2025
年1月に全面適用開始。ICTリスク管理とサード
パーティ監督の強化がなされた

NIS2指令の
国内法化

• 加盟国による国内法化が加速され、2026年の本
格執行に向けた規制当局の監視体制が構築

集団防衛
体制の整備

• サイバー連帯法（EU Cyber Solidarity Act）
に基づき、EUサイバーセキュリティ予備隊の設立が
進み、民間プロバイダーを活用した集団防御体制
が整備された

ハイリスクの
設備排除

• CSA改正案において、EUのICTサプライチェーンリ
スクを減らすために、高いサイバーセキュリティリスクを
持つ第三国のサプライヤーの設備を強制的に排除
可能な制度の導入を予定している

https://www.esma.europa.eu/esmas-activities/digital-finance-and-innovation/digital-operational-resilience-act-dora
https://www.enisa.europa.eu/sites/default/files/2024-11/ENISA-Single%20Programming%20Document%202024-2026_Condensed_online_1.pdf
https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/policies/cyber-solidarity
https://www.enisa.europa.eu/sites/default/files/2025-02/ENISA%20Single%20Programming%20Document%202025-2027%20-%20Condensed%20version.pdf
https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/policies/cyber-resilience-act
https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_26_105
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22プラットフォーム規制における消費者・未成年者保護

• 欧州委員会は、特定の有害なオンライン商慣行から消費者を保護するためのデジタルフェアネス法（DFA）を
2026年内に提案する予定であり、未成年者のSNS利用禁止も視野に。最終的な採択は2027年後半以降になる

• 欧州議会、英仏西政府は2026年に未成年者のSNS利用制限を本格的に検討する見通し

背景＆
目的

• 背景：デジタル分野の有害なオンライン商慣行に従来
の消費者保護法やDMA、DSAが対処しきれないため、
より強力なユーザー保護が必要に

• 目的：特定の有害なオンライン商慣行から消費者を
保護

問題視
される
商慣行

出所：EU Commission、日本経済新聞、 EU Parliament、report on the protection of minors online、UK.GOV

DFAの主な提案予定 未成年者のSNS利用制限の検討動向

欧州議会

• 2025年11月、未成年者のオンライン保護を強化す
るための非立法報告書を採択し、16歳未満の未成
年者を対象に、SNS、動画共有プラットフォーム、
AIコンパニオンへのアクセスを禁止するよう提案

• 同報告書は、今後のEU政策形成に重要な影響を
与えると見込まれている

英国政府

• 2026月1月、子どもと携帯電話およびSNSの関係を
改善するための公開諮問を開始し、今年の夏に結果
を公表。同時に、学校での携帯電話の利用を禁止

• SNS利用については、中毒性の高い「無限
スクロール」などの機能制限や、子どものSNS利用
禁止の是非、デジタル同意年齢の引き上げなどを
検討していく

未成年者のSNS利用禁止も視野に ※フランスは15歳未満、スペインは16歳未満の未成年者を対象に、親の同意
なしでのSNS利用、および学校での携帯電話利用を禁止する立法を審議中

• ダークパターン（キャンペーン終了タイマーが終わっても
再度始まるなどの仕組み）

• 価格の非透明（いつの間にか追加されている「手数料
など」）

• 過度なインフルエンサーマーケティング
• 中毒性のあるUI設計（無限スクロールなど）
• 脆弱なユーザーへのターゲティング

https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/14622-Digital-Fairness-Act_en
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGR174NS0X10C25A9000000/
https://www.europarl.europa.eu/news/en/press-room/20251120IPR31496/children-should-be-at-least-16-to-access-social-media-say-meps
https://www.europarl.europa.eu/doceo/document/A-10-2025-0213_EN.pdf
https://www.gov.uk/government/news/government-to-drive-action-to-improve-childrens-relationship-with-mobile-phones-and-social-media
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23デジタル市場法（DMA）の改正

• DMAの改正が検討されており、相互運用性の強化、データ保護・アクセスの改善、生成AI・クラウドサービスへの適用拡
大などが課題として挙げられている

• 欧州委員会は2026年5月3日までに欧州議会と閣僚理事会に最終的な改正報告書を提出する予定

欧州委員会によるDMA改正の公開諮問 DMA改正に関する公開諮問の結果

• 2025年7-9月、欧州委員会はDMAの初改正に関する公開諮
問を実施。

出所：EU Commission、DMAの立法経緯と内容紹介、EU Commission（諮問結果のプレスリリース、諮問結果の詳細まとめ）、日本経済新聞

• 2026年1月、欧州委員会はDMA改正に関する公開諮問の結果
を発表

DMA改正の
検討内容

• 運用成果と有効性の評価
• ゲートキーパーの範囲や義務内容を変更する

必要性
• 相互運用性義務のSNSサービスへの拡大
※今まではメッセージのみ

• AI活用サービスへの規制対応

トランプ
米大統領
の批判

DMAとDSAの罰則は米テック企業に対する
実質上のデジタルサービス税、撤廃しなければ
追加関税で対抗 （2025年8月）

将来的にクラウド、生成AIなどの提供者もゲートキーパーに
追加すべきという議論が浮上（欧州消費者団体等の主張）

多数派の
支持意見

• DMAの目的を概ね支持しており、市場の公平性
確保において一定の成果が出ていると評価

多数派の
改善意見

• 相互運用性の強化、データアクセスの改善、個人
のデータポータビリティの徹底を求める声が多い

• 急速に進化する生成AIやクラウドサービスを
DMAの規制対象に明示的に含めるべき

• ランキングのほか、製品の抱き合わせやデフォルト
設定、ゲートキーパー自身のAI技術の統合と
いったより巧妙な自己優遇策も対処すべき

ゲートキーパー
側の反論

• 規制によるユーザー体験への悪影響や、義務履行
にかかる過剰なコストを懸念

https://digital-markets-act.ec.europa.eu/consultation-first-review-digital-markets-act-2025-07-03_en
https://digital-markets-act.ec.europa.eu/about-dma_en
https://digital-markets-act.ec.europa.eu/commission-publishes-summary-and-responses-consultation-ongoing-review-digital-markets-act-2026-01-08_en
https://digital-markets-act.ec.europa.eu/document/download/244d8f93-e969-41af-bdcc-23e791863449_en?filename=Public%20summary%20of%20DMA%20Review%20consultation_0.pdf
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGN2626X0W5A820C2000000/
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24クラウド・AIサービスを巡る競争規制の調査が活発化

• クラウド・AIサービスがインターネットの入口となりつつあることを背景に、欧州委員会は同分野の市場支配力のあるビッ
グテック企業による市場寡占を警戒し、2026年に関連調査が活発になる可能性が高い

クラウドを巡る競争規制

• クラウド分野における競争状況と規制効果の実態調査を踏まえ、
DMAの適用範囲をクラウドまで拡大する可能性が高い

• フランスにおけるクラウドサービスの相互運用性規制

AI利用を巡る競争規制

出所：EU Commission、ARCEP、Legifrance

欧州委員会の
調査動向

（2025年11月）

クラウドコンピューティングサービスである
AmazonのAWSとMicrosoftのAzureの
DMAゲートキーパー該当性を調査中

ARCEP勧告
（2025年10月）

拘束力がないものの、
今後の規制措置の

基礎となりうる

政令（2025年
11月17日付）

• 目的：特定のプロバイダーに固定される
囲い込み状態を解消

• 施策提言：
①データ形式の標準化
②事業者に課す義務：使いやすい移行
ツールの提供、移行の技術的制限や
コストを契約や規約に明記

クラウドサービス乗換時のデータ転送料金の
上限を0ユーロに設定

• 生成AIの開発と実装におけるビッグテックの商慣行がEUの競争
規則に違反している可能性に関する監視が厳格化される傾向

• 欧州委員会は2025年12月に、GoogleとMetaに対する調査を
開始

会社 問題視される商慣行

Google

• 自社のAIモデル・サービスの開発に、ウェブパブリッシャー
やYouTubeクリエイターのコンテンツを利用する際に、
適切な対価を支払わず、拒否権も与えていない

• YouTubeポリシーで競合AIモデルの開発者による同じ
コンテンツの利用を禁じている

Meta

• 法人向けの利用方針変更（2025年10月）で、AI
プロバイダーによるWhatsApp上でのAIサービスの提供
を禁止。ただし、自動カスタマーサポートなどの補助的な
機能のためにAIツールの提供が可能

• 実質上、Meta AIを唯一のAIサービスとする

https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_25_2717
https://www.arcep.fr/actualites/actualites-et-communiques/detail/n/cloud-021025.html
https://www.legifrance.gouv.fr/jorf/id/JORFTEXT000052952683
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本レポートに関するお問い合わせは以下よりお願いいたします 

https://www.kddi-research.jp/inquiry.html
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